
教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市教育委員会 5,276 10.0 / 16 63 11.0 4.0

神奈川県（公立） 68,293 10.2 / 16 64 11.0 4.0

全国（公立） 947,579 10.1 / 16 63.4 11.0 3.9

２ 成果と課題

（１） 比較的できていた問題

正答率：86.5％
（全国：85.5％）

〇趣旨

直方体の見取り図について理解し、かくことができるかどうかをみる。

〇問題

小学校 算数

【調査結果からわかる本市の状況】 〇比較的できている点 ●課題のある点

○直方体の見取り図について理解し、かくことはできている。〔３(1)〕

●球の直径と立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことに課題

がある。〔３(3)〕

●速さの意味について理解することに課題がある。〔４(4)〕
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Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 9

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 7

記述式 4

63 64 63.4

51.1 51.0

74.3 75.375.8

61.2

51.7

51.4

問題形式

51.2 52.5

62.9 62.0

50.8

評価の観点

72.8

分類 区分

60.5

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

71.6 73.0

61.8

66.2 66.3

53.6 54.5

62.0

　全体

学習指導要領の領域

65.1 66.5 66.0

64.8



正答率：34.2％
（全国：36.5％）

〇趣旨

球の直径と立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことができるかどう
かをみる。

〇問題

【学習のポイント】

「球の直径」や「立方体の一辺」など、図形を構成する要素に着目し、それらの関係を捉えられる

ようにすることが大切です。その上で、立方体の体積は、（一辺）× （一辺）× （一辺）で求められる

ことから、式を22×22×22と表現できるようにしましょう。

図形の構成要素を捉えられるようにするためには、ボールや箱の観察などを通して、球や直方

体（立方体）の構成要素に対する理解を深めることが大切です。

正答率：55.7％
（全国：54.1％）

〇趣旨

速さの意味について理解しているかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

「道のり」と「時間」が比例関係にあることを捉え、「速さ」が「単位量あたりの大きさ（割合）」を表

す値であることを理解できるようにすることが大切です。この問題を使って学習する際には、家

から図書館までの道のりは、600（ｍ）+400（ｍ）＝1000（ｍ）であり、５分間かかったことから、

家から図書館までの自転車の速さは1000（ｍ）÷５（分）＝200（ｍ/分） であることを確認する

とともに、家から図書館までの速さは、家から郵便ポストまでの速さ、郵便ポストから図書館まで

の速さと等しく、一定であることを捉えられるようにしましょう。

【正答】
分速 200 ｍ

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

【正答例】
22×22×22

※ 22.4%の児童が、「分速400ｍ」と解答



教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市教育委員会 4,983 8.3 / 16 52 8.0 4.2

神奈川県（公立） 59,531 8.7 / 16 54 9.0 4.2

全国（公立） 875,952 8.4 / 16 52.5 8.0 4.1

２ 成果と課題

（１） 比較的できていた問題

【調査結果からわかる本市の状況】 〇比較的できている点 ●課題のある点

○直線のグラフと y 軸との交点を事象に即して解釈することはできている。〔８(1)〕

●連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すことに課題がある。〔１〕

●箱ひげ図を比較してデータの分布の傾向を読み取り、判断の理由を説明することに課題があ

る。〔７(2)〕

正答率：83.5％
（全国：83.4％）

〇趣旨

二つのグラフにおけるy 軸との交点について、事象に即して解釈することができるかどうかをみる。

〇問題

中学校 数学
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Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 3

Ｃ　関数 4

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 11

思考・判断・表現 5

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 6

記述式 5

63.1

58.558.8

分類 区分

60.7

52.1 55.6 55.5

29.3

66.4 69.4 67.0

29.4 31.6 29.3

57.4

全体 52 54 52.5

学習指導要領の
領域

51.5 54.3 51.1

41.7 42.5 40.3

60.3 61.8

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

29.4 31.6

62.3 64.6

評価の観点

問題形式



正答率：39.2％
（全国：34.8％）

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

〇趣旨

連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

－２、０、２、４、６、…と、偶数は無限に存在しますが、ｎを整数とした場合、「２ｎ」と表現すること

で、すべての偶数を表せることを理解することが大切です。その上で、連続する二つの偶数とは

「４、６」、「１０、１２」のように、ある偶数とその偶数に２を加えた数であること（「４、４＋２」、「１０、

１０＋２」）を確認し、連続する二つの偶数を「２n、２n＋２」などと表現できるようにしましょう。

〇趣旨

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する
ことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

箱ひげ図を基にデータの分布の傾向を比べる際には、箱ひげ図の「箱の位置」に着目することが

大切です。「箱ひげ図の箱の中」には、すべてのデータの約半数が含まれることから、箱の位置に

着目することで、データ全体の分布の傾向を捉えられることを理解しましょう。その上で、どのよ

うな傾向があるといえるのかを見いだし、「箱の位置」を根拠にして説明ができるようにすること

が大切です。

【正答例】
2n、2n+2

【正答例】
速さが段階１から段階５まで、だんだん速く
なるにつれて、箱ひげ図の箱の位置が右側
にずれていっている。

正答率：25.7％
（全国：25.9％）


